別記様式第１号（第10条関係）

受付番号　　　　　　　　　

豊橋技術科学大学

遺伝子組換え生物等実験審査申請書

　年　　月　　日

豊橋技術科学大学長　殿

申請者　所属

氏名　　　　　　　　　　　
所属系・センター長等　　　　　　　　　　　
豊橋技術科学大学遺伝子組換え生物等実験規程第10条の規定に基づき，実験計画書を添えて下記のとおり申請します。

記

	１．申請区分
	□新規　　　□変更

	２．実験課題名
	

	３．実験期間
	

	４．実験場所
	

	５．実験責任者
	所属・職名連絡先
	
	ふりがな
氏名
	

	
	経験
	

	６．実験従事者
	所属・職名連絡先
	
	ふりがな
氏名
	

	
	所属・職名連絡先
	
	ふりがな
氏名
	

	
	所属・職名連絡先
	
	ふりがな
氏名
	

	
	所属・職名連絡先
	
	ふりがな
氏名
	

	７．遺伝子組換え生物等の使用等の形態
	□第一種使用等　　　　　　□第二種使用等

	８．二種省令での実験の間に執るべき拡散防止措置の定めの有無

（第二種使用等に該当する場合のみ記入すること）
	□有　　□無


１　第一種使用等を計画する場合は，この申請書に規則第７条に定める様式，法第４条第１項に定める「第一種使用規程」，法第４条第２項に定める「生物多様性影響評価書」及び規則第６条に定める生物多様性影響の効果的な防止に資する措置の内容を記載した書類を添えること。

２　二種省令に実験の間に執るべき拡散防止措置の定めがない第二種使用等を計画する場合は，この申請書に二種省令第９条に定める様式を添えること。

３　二種省令に実験の間に執るべき拡散防止措置の定めがある実験を計画する場合は，この申請書に遺伝子組換え実験計画書を添えること。

※

法…遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律

（平成15年法律第97号）

規則…遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律施行規則

（平成15年六省共同省令第1号）

二種省令…「研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令」

（平成16年文科・環境共同省令第1号）

（第１０条関係）

受付番号　　　　　　　

遺伝子組換え生物等実験計画書

	１．実験の種類

（当該第二種使用等が該当するすべての項目を選ぶこと。）
	１．微生物使用実験

２．大量培養実験

３．動物使用実験

（１）動物作製実験　（２）動物接種実験

４．植物等使用実験

（１）植物作製実験　（２）植物接種実験　（３）きのこ作製実験

	２．実験目的
	

	３．実験の概要
	

	４．核酸供与体の名称，実験分類及びクラス
	

	５．供与核酸の特性
	

	６．ベクター等の名称
	

	７．宿主の名称，実験分類及びクラス
	

	８．防止措置の区分及び選択理由
	

	９．実験施設の概要
	

	10．遺伝子組換え生物等を不活性化するための措置
	

	11．その他特記事項
	


（注意事項）

１．について：二種省令第２条第１号の定義による。該当するすべての項目を選ぶこと。

４．及び７．について：核酸供与体，宿主，クラスについては，二種省令第3条の表中の分類による。詳細は「研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき認定宿主ベクター系等を定める件」（以下「告示」という。）第２条で確認すること。

５．について：供与核酸が同定済核酸に該当するか否か，哺乳動物等に対する病原性等について記載すること。

６．告示第3条に定める，特定認定宿主ベクター系に該当がある場合はその旨記載すること。

８．二種省令５条に従い決定すること。なお，以下の点に留意すること。

（１）組換え微生物等の実験（微生物使用実験，大量培養実験，動物接種実験，植物接種実験，きのこ作製実験）の場合

　　①原則として，宿主の実験分類と核酸供与体の実験分類の高い方に従って定める。

　　②特定認定宿主ベクター系（Ｂ２）を用いた組換え微生物等の使用等は，１レベルダウンできる。

　　③供与核酸が同定済核酸であり，かつ，哺乳類動物等に対する病原体等に関係しないことが，科学的知見に照らし推定されるものの使用等は，宿主の実験分類に従って定めることができる。

　　④認定宿主ベクター系を用いていない組換え微生物等であって，供与核酸が哺乳動物等を著しく高めることが科学的知見に照らし推定されるものの使用等は，１段階レベルアップする。

　　⑤大量培養実験においては，①～④に基づく措置に加え，認定宿主ベクター系を用いた組換え微生物であって，核酸供与体の実験分類が１クラスあるもののうち，供与核酸が病原性等に関係しないものの使用等は，ＬＳＣレベル拡散防止措置を執ることができる。

（２）組換え動植物の実験（動物作製実験，植物作製実験）の場合

　　①原則として，宿主の実験分類に従って定める。

　　②供与核酸が哺乳動物等に対する病原性等に関係し，かつ，その特性により宿主の哺乳動物等に対する病原性を著しく高めることが科学的知見に照らし推定される組換え動植物の使用等は，１段階レベルアップする。

　　③供与核酸が同定済核酸であり，病原性等に関係しない等の要件を満たす組換え動植物の使用等は，特定飼育区画・特定網室の拡散防止措置を執ることができる。

９．について：二種省令第４条別表第２の拡散防止措置の内容との関連について記載すること。

10．実験の間に執るべき拡散防止措置に関連し，遺伝子組換え生物等が付着した機器及び器具についての遺伝子組換え生物等を不活性化するための措置並びにその有効性を記載すること。

